『ゲンペイジョウスイキ』ゼンシャク（7-カン2-3） by 早川 厚一 et al.
『源平盛衰記』全釈（七―巻二―3）








Copylight (c) 2012 早川厚一, 曽我良成, 村井宏栄, 橋本正俊, 志立正知
（
一）








































































































































































1〈底・近〉は、 「禁獄先例ナシ」まで一字下げ、 〈蓬・静〉 「哀ナリ」まで一字下げ。
2〈静〉 「夏」なし。
3〈近〉 「あつまりなきけり」 。




















て」 、 〈静〉 「取て」 。
14〈近〉 「しらかはのゐんの」 、 〈蓬〉 「白
シラカハノイン



















〈盛〉の独自異文。郭公の初音を聞くために深山へ分け入る風流人がいるほどなのだが、この度 郭公が群がり鳴く様は余 に異様だと人々は思ったとする。郭公の初音が珍重されたこと つい は、 『宴曲集』 「げにまづ初音も珍き郭公」 （ 『早歌全詞集』四四頁）の他、『金葉和歌 一一三、権僧正永縁 　
聞くたびにめづらしければ時鳥い












16〈近〉 「およひて」 、 〈蓬〉 「及
ヲヨヒ
て」 、 〈静〉 「をよんて」 。
17〈蓬〉 「さためられたれは」 、 〈静〉 「さ
ためられけれは」
18〈近〉 「よて」 、 〈蓬〉 「依
ヨツテ
て」 、 〈静〉 「依て」 。
19 〈近〉 「ゑんゐん」 、 〈蓬〉 「延
エン
引イン













25〈近〉 「はしめぬことなれとも」 、 〈蓬〉
「始
ハシメ

















































































































































































































































































































































































9〈近〉 「かうを」 、 〈蓬〉 「行
カウ
を」 。
10〈近〉 「うつ」 、 〈蓬〉 「うち」 。










には」 、 〈蓬〉 「北
ホツ
京キヤウ



































音坊」 、 〈静〉 「観音坊」 。
23〈近〉 「おりあへやおりあへやと」 。
















32〈近〉 「はやう」 、 〈蓬〉 「早
ハヤ

















































































レ之。八月九日清水寺焼失。 （ 『一代要記』 ）
・






















『顕広王記』によれば、延暦寺大衆による清水寺焼打は、七日の二条院葬送の折に、興福寺大衆から受けた遺恨への仕返しであった。焼打をした延暦寺大衆は、その後、興福寺からの祇園社への報復を警戒し、一晩中気勢を上げていたとする。し し、今回の延暦寺と興福寺との対立は、額打論という突発的な事件によって生起したわけではなかった。当初 戒壇問題や座主問題、さら 四天王寺別当問題を火種として、延暦寺と園城寺は長く対立していた。それが、応保二年（一一六二）閏二月の覚忠座主任免事件を契機に、興福寺をも巻き込んだ延暦寺対興福寺・園城寺の対立が燻り続けることになった。それが今回「額打論」 「清水寺炎上」となって爆発したと考え れる（青木三郎三八～四一頁、美濃部重克一一七頁） 。なお、 『平家物語』諸本
の内、 〈四〉は「額立論」 、 〈闘・盛・南・屋・覚・中〉は「額打論」とし、 〈長・延 両様に記す。額を打つとは、 『徒然草』の用例に見るように 額を掛ける意で、用例は多い。 『徒然草』 「門に額掛くるを打つといふは、よからぬにや。勘解由少路の二品禅門 額掛くる」との給き」 （新大系二三七頁） 、 『扶桑略記』 「応天門額打後見
レ之」 （大
同元年十月二十二日条 国史大系五九四頁） 、 『古今著聞集』 「草の字の額をはれの門にうたれたりけり」 （大系本二三三頁） 、 「此額をうちてより魔の妨なし」 （同前二三六頁） 、 『長恨歌琵琶行カナ抄』 「春ノ比此扉ヲ道士カ叩ク故ニ、コノ門ノ額ヲ如







テ」は、 〈蓬・静〉 「供奉して」 。 四 闘・長〉 「供養奉」 （ 〈闘〉一七オ） 、〈延・南・屋・覚・中〉 「供奉シテ」 （ 〈延〉巻一
―
四七ウ） 。 「供奉シテ」





興福寺が二番とする理由を記す はそ 説明を欠く。欠く理由は不明。 〈延〉 「東大寺ハ聖武天皇ノ御願、諍フベキ寺ナケレバ一番ナリ。二番、大織冠淡海公氏寺、興福寺ノ額ヲ打テ」 （巻一
―
四七
ウ） 。 「行ヲ立テ額ヲ打」 については、諸本でも 「行 表記 様々で何を指すのか未詳。 「行」とするのは、 長 盛 、 〈四〉 「
」 、 〈闘〉
「











頁）では、竹で組まれ それぞれの柵の後に各寺の僧達が座り、その柵の端に角材が立てられ、その上に額が掛けられている。また、延宝五年本 『新版絵入平家物語』 「額うちろんの事」に描かれた絵でも、柵の端に角材が立てられ、その上に が掛けられている 信太周五四～五五頁） 。いずれの絵師も、柵の端に立てられた角材を「行」と解するのであろう ただし いずれでも「 」は「高札」の形状で描かれており、どの程度具体的に「行」 「額」を捉えていたかは不明である。なお、 〈延〉 「御墓ヘ送奉ル時ノ作法 （巻一
―
四七ウ） 、 〈南・






























































二三右） 、 〈延〉 「東門院衆徒西金堂衆土佐房昌春ト
申ケル堂衆」 （巻一
―
四八オ） 、 〈長〉 「清水寺法師に、くはんおん房、
せいし房、こんがう坊、りき士坊とて四人あり。…かのくはんおんばうと申は、昌春とぞ名のりける」 （
1―




の誤脱や増補があるとみられる。たとえば、観音房と勢至房の名を記す〈四・闘・南・屋・覚・中〉の場合、西金堂の衆とするが、観音・勢至は阿弥陀如来の脇侍であり 悪僧の が 本尊釈迦如来に因むものならば、 文殊 普賢がふさわしい。なお、 東門院の本尊は不明東門院は興福寺寺外の子院。 『大乗院寺社雑事記』文明元年八月十三日条の「寺中諸院・諸坊事」によれば、 域外の丑寅の地に位置した。東門院は、富貴原章信によれば、鎌倉初期の公縁から始まるかとするが（二一〇頁） 、それより早く 修円少僧都（興福寺第四代別当）が九世紀前半に建てた 坊で、後、一乗院配下に属した（ 〈四評釈〉二―
五頁。 『大乗院寺社雑事記』文明四年六月十三日条・文明十年一月
十九日条参照） 。その後 足利初期に 円尋・孝俊 孝祐等が復興させたがしばらく中絶し（富貴原章信二八四～二八五頁） 、足利末期の孝縁の時に再興し （同前三七八頁） 、 『興福寺院家伝』 （ 『大日本仏教全書』一二四。興福寺叢書第二
―
八五頁）によれば、孝縁の弟子孝憲の時に





















」 （ 〈蓬〉 ） 。 〈蓬・静〉の本文は、 〈四・
闘・延〉に同じ。 〈延〉 「三牧甲ニ左右ノ小手差テ、黒革威ノ大荒目ノ鎧、草摺長ナル一色ザヾメカシテ」 （巻一
―
四八オ） 。底本の本文は、





































































屋八郎、畠山重忠、巴、弁慶が三尺五寸の太刀を佩く。ここは、太刀を前下がりに佩く様。 〈覚〉 「こゝに乗円房の阿闍梨慶秀といふ老僧あり。衣のしたに腹巻を着、大なるうち たなまへだれにさ （上
―
二三四頁） 。 〈南〉 「爰ニ坂ノ四郎永覚ト云大悪僧アリ。…三尺五寸ノ黒ヌリノ太刀サゲハキ」 （上
―
二五六～二五七頁）は、太刀を腰に下











長刀の刃長は前後期 もに一尺数寸が普通で、二尺 越えると大きくなるという（三二頁） 。刃長が記された大長刀としては、 〈延〉 「三尺計」 （巻十二
―



























紅ノ月」の意で なく、 「皆紅ノ扇ニ月出シタルヲ披ツカヒテ」 （ 〈盛〉
4―
二五五頁。所持者、今城寺太郎光平）と同様、紅の地の扇に銀箔
で描いた月の絵柄の意であろう。 〈延〉 でも、 「那須与一」 の場面で、 「皆紅ノ扇ノ月出シタルヲハサミテ、 船ノ舳ニ立テヽ」 （巻十一
―
一九オ）
と記される。扇は果たして何のために使われた であろうか。例えば〈延〉で、奪還した明雲を輿に乗せて登山した祐慶が、動揺する衆徒等に演説する場面で、 「扇開仕テ、 胸ヲシアケ、 胸板キラメカシテ」 （巻二
―
八ウ）とあるのは、傍線部にも見るように、先ず第一義的には、












高綱が、先陣を果たした後、 「箙ノホウ（ダ）テ打タヽキ、紅ノ扇ヒラキ仕テ」 （ 〈延〉 巻九
―























































































このハヤシは、もともとは延年などの寺院 法会において囃されていたため、僧侶達の間に知られ、その後僧兵が戦の凱旋歌とし 歌うようになったかという（西川学二六二～二六三頁） 。なお、 〈盛〉には、これ以外にも、酒宴の場の座興歌謡として使用された例、・


























がら舞を舞ったとするのは〈盛〉のみで、他本では、歌った後、 「興福寺ノ方ヘ入ニケリ」 （ 〈延〉巻一
―
四八オ）とするのみ（由井恭子









ぐに」とある所。 四・闘〉 「即て其座にて」 （ 四 二三左） 〈延〉 「即座ニ」 （巻一
―
四八オ） 、 〈長〉 「即時に」 （
1―
四九頁） 、 〈南〉 「当座ニ」
（上
―















その場だけの突発事件などではなく、長い遺恨の争いが背後にあ ことを匂わせる」 （一一二頁）と解する。冒頭の注解参照。なお、 臆病ノ至リ歟」とす のは、 〈盛〉のみだが、この〈盛〉 は、青蓮院門跡側からの書き換えがあるとされる（松田宣史①②） 。松田論は背景に青蓮院門跡と梶井門跡の確執を見るが、 「額打論 当時の天台座主、五十三代座主俊円（ 『天台座主記』続群書四下
―
六〇六頁）は、妙法




















」 （二四右） 、 〈闘〉 「式作法」 （一七ウ） 、




























 シ」 （二四右） 、 〈闘〉
「高賤退
二散四方












覚・中〉 「高も賤も、肝魂をうしなッて、四方へ退散す」 （ 〈覚〉上
―
三五頁） 。 〈延〉の「誰ヲ待トシモ無レバ」の傍線部を、翻刻本文では



















































































































































































































































































































































































































































5〈近〉 「くはいほんに」 、 〈蓬〉 「会
クワイ
憤フン














7〈近〉 「のふかね」 、 〈蓬〉 「信
ノフ
兼カヌ
















10〈近〉 「きりつゝみへ」 、 〈蓬〉 「切
キレ
つゝみへ」 。





は」 、 〈静〉 「教盛
ノ朝臣は」 。


















は」 、 〈静〉 「経盛
ノ朝臣は」 。
16〈近〉 「おりゑほうしに」 、 〈蓬〉 「打
ウチ
ゑほしに」 、 〈静〉 「打
ゑほしに」 。
17〈蓬〉 「以















23〈近〉 「ひき」 、 〈蓬・静〉 「ひく」 。
24〈近〉 「はせまよひて」 、 〈蓬〉 「はせまとひて」 、 〈静〉 「はせまどひて」 。
25〈近〉 「きりつゝみへ」 、 〈蓬〉
「きれつゝみへ」 。









「よりもりあそん」 、 〈蓬〉 「頼
ヨリモリアツソン
盛朝臣」 、 〈静〉 「頼盛
ノ朝臣」 。
30〈近〉 「むねもりあそん」 、 〈蓬〉 「宗
ムネモリアツソン













36〈近〉 「わかちて」 、 〈蓬〉 「分
ワケ




















41〈近〉 「京わらんべか」 、 〈蓬〉 「京
キヤウワラハヘ




42〈近〉 「手をあけ」 、 〈蓬〉 「挙
テヲア
レ手ケテ





「あみをはりて」 、 〈蓬〉 「張
アミヲ
レ網ハリ





















も」 、 〈静〉 「四
ノ宮河原も」 。


















からなく」 、 〈蓬・静〉 「ちからなくして」 。












による清水寺の焼打は、前段の注解 新院御葬送ノ夜、延暦興福両寺ノ大衆…」に引いた『顕広王記』等により、永万元年（一一六五）八月九日の午二点の頃。 〈四・延・長〉 「九日
の午
の剋コク
に」 （ 〈四〉二四右） 、
〈闘〉 「同九日子時」 （一七ウ） 、 〈南・屋・覚〉 「同廿九日の午剋ばかり」 （ 〈覚〉三五頁） 、 〈中〉 「同じき廿九日」 （三五頁） 。 〈南・屋・覚・中〉の場合は、二条院崩御（ 〈南・中〉七月二十八日、 〈屋・覚〉七月二十七日。二十八日が正しい） 、葬送（ 〈南〉八月七
・覚・中〉























































































後白河院の六波 御幸の理由は、当時の人々にもよく分か なかったようである。暫くして院は還御したが、ミセケチ部に れば、右兵衛督重盛が乗車して扈従 たの 、お送り申し上げるためかと記すが、ミセケチとする。当初そうし 情報を得たものの、誤報であったためミセケチとし、重盛は参らなかっ とするのだろう（早川厚一、 九～



































詳。 〈校注盛〉は北家長良流、 原泰俊の男為経とするが 彼 官職は「内蔵助」であり、この為経は 以下の記録に見るように、源為経
― 176 ―
と考えられる。 『兵範記』仁平二年（一一五二）四月十八日条「右衛門尉源為経」 、 『台記』仁平三年（一一五三）十一月三日条「下北面九人〈検非違使左衛門尉季実・散位重成・ 〔 　　
〕 ・右衛門尉為経・…〉 」
（藤原重雄・尾上陽介） 、 『山槐記』応保元年（一一六一）九月十五日条「尉源 　
為経」 、 『兵範記』仁安元年（一一六六）十月十日条「右衛






文徳源氏源近康の子、 源康綱 （ 〈尊卑〉
3―
四三～四四頁） 。康綱は、









































折ってかぶることが流行し」 、これが折烏帽子とされる（ 『有職故実大辞典』鈴木敬三執筆） 。しかし、武士も、参内等の改まった場への出仕には、立烏帽子を用いたようである（広川二郎、八四頁） による立烏帽子の使用例を、軍記物語作品から数例引用してみよう・
 今度の合戦には、清盛が熊野へ参しを、義平、 「追懸て、湯浅・鹿瀬の辺をばやりすぐさじ。浄衣・立烏帽子着たらん馬鹿めらを、手捕にせん」と申しを（一類本『平治物語』 。新大系二三六頁）
・






























































































































































の進撃を食い止めることなく、六波羅に引き もるばかり 防禦することのみに終始した平家の姿勢が 後、 「平相国清盛徒ニ数千ノ軍兵ヲ集置トイヘ共、更ニ咫尺ノ災難ヲ救フ事ナシ。衆徒悪行ヲ致セドモ、武勇防制セズ」と批判されることになる 〈盛〉独自の趣向。なお、六波羅は、南北約五〇〇メートルに及び 東西は現鴨川東岸約一〇〇メートルの地点から東に六〇〇メートル以上、積算して二十余町の面積があった。この六波羅 は、惣門の他 南門も
― 172 ―
あったことからすれば、六波羅全体が外塀によって延々と囲われていたと考えられる（高橋昌明③二七頁） 。 「城内」とは、そうした六波羅の特性を明らかにする用語だろう。 　
〇会稽ノ恥ヲ雪ンガ為ニ 　
この


















































































































に通じる道。ここは、 〈盛〉 「木曽冠者義仲ハ近江国勢多ヲ渡シテ 同日未刻ニ京ヘ入ル。是ハ天台山ニ登テ惣持院ニ城
ヲ構ヘタリシカ
バ、西坂本ヨリ入ベキカ、又東坂本ニ下テ 志賀唐崎ヨリ大 小関ヲヘテ京ヘ入ベキニテアレ共」 （
4―
四六八頁）とあるように、東坂本
から、琵琶湖西岸を通り、三井寺を経て、大関・小関・四宮河原か清水寺方面へ進む道を想定するのであろう。しかし、三井寺を経て叡山大衆が進撃することは考えがたいし、先 叡山大衆の数百人が、山路より菩提樹院を経て霊山に集結して たことが記されていたわけだから、不整合を来していると言えよう。なお 〈四・延・長〉は 「搦手ハ久々目路、 閑 、歌ノ中山マデ責来ル」 （ 延〉五〇ウ） 当該記事を欠く。 　
〇九集滅道
　
〈四・延〉 「久々目路」 、 〈長〉 「久々米




















































幹線道路であった」 （ 〈平凡社地名・京都市〉一二二頁） 。 　
〇清水坂
　



























描く『清水寺縁起絵巻』下・第三段では、 「或老僧後戸 入て、釘をはづし本尊を出し奉らんとする処、面 宝帳ひとり開け、金光高く耀























































































































































































































































































































































































































































レ山ンとも」 、 〈蓬〉 「蚕
コカイ








ケ付」 、 〈静〉 「名つけ」 。



































16〈近〉 「これをうつ」 、 〈蓬・静〉 「これを誅
チウ
す」 。
17〈近〉 「とらはれたり」 、 〈蓬〉 「生
イケ












21〈近〉 「いばりを」 、 〈蓬〉 「尿
ユハリ
を」 、 〈静〉 「尿
イハリ
を」 。




23〈近〉 「そんひ」 、 〈蓬〉 「存
ソ
ン









26〈近〉 「あやまりて」 、 〈蓬〉 「誤
あやまり
て」 、 〈静〉 「誤
アヤマツ
て」 。
27〈近〉 「とらはれぬ」 、 〈蓬〉 「生
イケ








32〈近〉 「くはいけいさんを」 、 〈蓬〉 「会
クワイ
稽ケイ




33〈近〉 「いはりを」 、 〈蓬〉
「尿
ユハリ
















」 、 〈静〉 「去
ヌル」 。
39〈近〉 「およひ」 、 〈蓬〉 「及
ヲヨフ












43〈近〉 「やまそうは」 、 〈蓬・静〉 「 僧
ソウ
は」 。























といふ所あり。彼山得分あり。それと申は、十七の蚕あり。まゆ一をもて糸千両をひく されば一万七千両のいとなり。かるがゆへに、此山をば蚕山と名づけたり。会稽山とも云。彼山に二人の主あり。会台将軍、稽貞鬼風 いふ。二人して一年づゝ此得分をとる。七月七日より合て、かつせんを遂ぐ。去年勝たるものは今年負、今年かちたるものは来年負けるゆへに、稽山の麓にて、年々うち替々本意を遂るゆへに、先のはぢをいまきよむ。仍、 「くはいけいの恥をきよむ」 はいへり」 （
1―
五二頁） 。 〈長〉によれば、稽山の洞（蚕山とも）には、
































なお、以下の話は、 〈長〉には見られない。 〈校注盛〉頭注は、 「以下の記述はほぼ史記・巻三一呉世家及び巻四一越世家などに拠るか」（
1―
六〇頁）と指摘するが、 〈盛〉の記事は内容的に『史記』とはか








系二五三頁。金刀比羅本、 大系本二七九頁。流布本、 大系本四五五頁） 、『曽我物語』 巻五 「呉越のたゝかひの事」 （大系本二二五～二四〇頁） 、 『十訓抄』中
―
七ノ二十七（新編日本古典文学全集三三三頁） 、 『平家打


































































































































































































































































































































頁） 、憐れんだ夫差は助命したとする。それを臣下が諫めたが、勾践は、 「木ヲ樵水ヲ汲マデハナケレ共」 （
3―
八〇頁）二心なく仕えたた



























































（ 『法華経直談鈔二』臨川書店、四九八頁）とある。こうした先行表現を踏まえて、勾践の奉公ぶりを比喩的に表現したものか。なお、 〈盛〉の当該句を打消の助動詞に「ばかりに」が下接 たものとすると、 「勾践は木を伐り草を刈ってはいないが、したのと同じくらいに奉公したので」という意になり、 〈盛〉巻十七の記述内容「木ヲ樵水ヲ汲マデハナケレ共、二心ナク仕ヘケレバ」 （
3―
八〇頁）に符合する。 「ぬ













































務印書館三三頁） 。 『呉越春秋』によれば、共に呉に囚われていた范蠡が、夫差の病気は「己巳の日」に至れば良くなることを予見したうえで、勾践に、夫差の病気 見舞ってその 「溲悪」 （小便と大便） をなめ、その味を説明して快癒を予言するように勧めたことになっている。これだけからしても、 『太平記』や〈盛〉巻二・巻十七、 『曽我物語』 『平治物語』金刀比羅本・流布本等が、 『呉越春秋』を直接 受け ものではないことが分かる（増田欣二六二～二六三頁） 。ま 増田は、飲尿譚も、 『呉越春秋』に見る「溲悪」 平治物語 〈盛〉 『十訓抄』等に見るように「尿」に変化し、 『太平記』ではさらに「石淋」に変化したと指摘する。次に、 〈校注盛〉 （
3―
一八二頁）が、中世史記





















一ニ」 。 （ 『和漢朗詠集古注釈集成』二
上
―








































































比羅本『平治物語』 ・ 〈盛〉巻十七 「存否」を知 とは、生死に関わる病気かどうかを知ると言う意味であろう。 金刀比羅本 『平治物語』 「いかにしてか病人の死生をしるべき」 （二七九頁） 、 〈盛〉巻十七 其味ヲ以テ命ノ存亡ヲ知ン」 （
3―

































































四二頁） とある。また 『増鏡』 第十 「老のなみ」 には、 「下




























































































































































































































13〈近〉 「すなはちほとけなり」 、 〈蓬〉 「即
ソク
仏フツ

















関する縁起は、 〈延・長〉にもある。 〈延・長〉がほぼ同文であるのに対し、 〈盛〉には一部異なる記述が見られる。嵯峨天皇は、第五十二代天皇。諱は賀美能 （神野） 。延暦五年 （七八六） ～承和九年 （八四二） 。在位大同四年（八〇九） ～弘仁十四年（八二三） 。父は桓武天皇 母は皇后藤原乙牟漏。 大同元年 八〇六） 、 同母兄平城天皇の即位にともなって皇太弟に立てられ 同四年（八〇九）四月 病によって退位した平





























上田村麻呂の娘春子は、桓武天皇の妃で葛井親王、春日内親王の母。〈盛〉が「嵯峨天皇ノ后」とするのは誤り。また、 〈延・長〉が「嵯峨天皇第三皇子、門居親王后」 （ 〈延〉巻一
―
五〇ウ）とするのも誤り。
『日本文徳実録』 嘉祥三年 （八五〇） 四月二日条の葛井親王の薨伝には、「大宰帥三品葛井親王薨。親王、桓武天皇第十二子也。母大納言贈正二位坂上大宿祢田村麻呂之女、従四位下春子也」 （国史大系三
―
五頁）


































を記すのは〈延・長・盛〉のみ。 〈延〉 「昔嵯峨天皇第三皇子門居親王后、二条右大将坂上田村丸御娘春子女御御懐妊御時、御産平安ナラバ我氏寺ニ三重ノ塔ヲ組ベキ由御願 建サセ給シ三重ノ塔、九輪高ク耀シモ焼ニケリ。児安塔ト申ハ是也」 （巻一
―
五〇ウ） 。 〈長〉も〈延〉




















峨天皇第三皇子」とするのは誤り。そうした誤りは、漢文体縁起の割注で、 「故帥葛井親王 〈嵯峨天皇皇子。 田村麿大納言女春子女御所生也」（続群書二六下
―
三八八頁）とすることと関わろう（ただし本文中で























として出る。 〈盛〉 「 塔南谷妙光坊ノ大和阿闍梨仙性」 （
1―
三〇一
頁） 。この仙性は、 『日吉山王利生記』や『山王絵詞』に記される「東塔南谷に仙昌法橋」 （ 『日吉山王利生記』続群書二下
―
六九〇頁）と
同人であろう（松田宣史五五頁） 。同書によれば、仙昌は、頼朝が上洛の折に召人として鎌倉に下ったが、日来信心していた地蔵尊の加護（ 「件の本尊は今に有南谷妙光坊地蔵是也」とあり。同前六九一頁）により上洛を赦され、 「捧
ママ
禄有のみならず祈請をさへ仰付られ」 （同前






































長〉にも同じ和讃が記される。親鸞の『正像末和讃草稿本』 （康治二年〔一一四三〕 ）に同文が見られることを山下宏明が指摘（七八頁） 、『雑談集』巻九「冥衆ノ仏法ヲ祟事」にも同文があり、 『雑談集』 （三
弥井書店一九七三・
9）補注では、 『普賢観経』に依拠した永観撰『往






























































































































































































































1以下「及ケリ」まで、 〈蓬・静〉一字下げ、 〈近〉は一字下げにせず、右に「清水寺縁起事上皇臨幸六波羅事」と標題を傍記。なお、 〈近〉
「此清水寺と」 。




3〈近〉 「したかひて」 、 〈蓬〉 「随
シタカイ





























12〈近〉 「とふて」 、 〈蓬・静〉 「とひて」 。







14〈近〉 「ぎやうゑいと」 、 〈蓬〉 「行
キヤウエイ























21〈近〉 「しゆくまうを」 、 〈蓬〉 「宿
シユ
望クマウ




22〈近〉 「ひんかしを」 、 〈蓬〉 「東
ヒカシ
を」 。



















かは、 〈南〉にほぼ同文がある以外は、他本にない。清水寺の縁起について 漢文体縁起、伝藤原明衡撰『清水寺縁起』の他、 『清水寺建立記』 縁起絵巻などがあり、また 扶桑略記抄 （延暦十七年七月二日条）や『今昔物語集』巻十一「田村将軍始建
二清水寺
一語第




ば、子島寺は、奈良県高市郡高取町にあった古刹。高取町観覚寺はその後身と伝え、もと法相宗。興福寺一乗院末であったが、明治六年（一八七三）以降高野山金剛峯寺末となった。また、醍醐寺本『諸寺縁起集』所収『子嶋山寺建立縁起大師伝』 （ 『校刊美術史料 院篇上








































































































余許也」 （三八一頁） 。漢文体縁起の本文 内、棒線部は 〈盛〉 に近似し、波線部は、 〈南〉に近似する 〈南・盛〉の本文の内いずれ 先行するのか判断しがたいが（山下宏明二五五～二五七頁） 、編集の際に再度
漢文体縁起を参照していることは確かであろう。なお、 〈盛〉 の 「皓々」は、 「白々と光り輝くさま」 （ 〈日国大〉 ） 、 漢文体縁起の「
は
は々」は、 「鬢





































































































































































などによれば、宝亀十一年（七八〇）に草庵が創建され、延暦十七年（七九八）に伽藍を建立して本尊を安置し、大同二年（八〇七）に再び伽藍を拡張、清水寺と号したという。 「宝亀十一年始て草堂を建立し本尊を安置し奉らる。延暦十七年仏殿を改造れり。……大同二年又伽藍を造闊げ法号北観音寺と云。堂前の額にみえたり。清水寺の号大門の額にあきらか也」 （第一段） 。中前によれば、 これは漢文体縁起が「宝亀十一年、仮りの仏殿を造立して本尊観音を造像↓延暦十七年、再び伽藍を建立 て本尊観音を安置、という二段階の形 取るのと一
致しているようで、注意される」 （四一頁）とする。そして、 「平安末頃までの早 時点での他の縁起には、明確に二段階化したものは見られない」のであり、 〈盛〉の記事も、 「源へと溯れば」 、漢文体縁起に「行き着く、その系統を引くものであると言えようか」 （同前）と指摘する。漢文体縁起の冒頭には、 「右清水寺者、在
二山城国愛宕郡八坂郷
東山上

















































































































































































































































































































































































































































































































































































15〈蓬〉 「負す」 、 〈静〉 「負
ヲハ
す」 。

































26〈近〉 「御けしき」 、 〈蓬〉
「御気
キ色シヨク
































































などがある。縁起絵巻第一段 は「神といひ仏といひ、和光同塵の利物済度、 与楽の善功、二世 もにむなしからん哉」 （一六六頁） とする。
「治
チ部フ卿キヤウ










































45〈近〉 「まことなき」 、 〈蓬〉 「実
マコト





































四八六頁） 。 『讃仏乗鈔』十 面観音「数詣観音之霊地
一久仰大悲之弘
誓
一」 （ 『安居院唱導集上』四一〇頁） 。 「闡提」とは、 「仏法をそしり、
成仏する因をもたない者。成 する因縁 かいた断善闡提と衆生を救うために菩薩がことさらこの姿をと 、大悲闡提の二つがあ 」（ 〈日国大〉 ） 。ここでは後者。 〈盛〉はこの他に三例「闡提」を用いる。巻八「法皇三井灌頂」に「彼聖徳太子ハ救世観音ノ応 、大悲闡提ノ菩薩也」 （
1―
五三二頁） 、巻九「宰相申預丹波少将」に「俊寛ノ















一四二頁） 。 『麗気記』 「二十八部衆。
蓮華部使者。観音眷属 続群書三上
―
九九頁） 。 「照見」は、 「物事の




































兵庫頭頼政等を 「切堤ヘ差遣テ被守護」とあった。その時の「切堤」の注解に引いた〈盛〉の ③山門ノ衆徒、既西坂本、切堤、賀茂ノ川原、 二條三條辺マデ下タリト聞エケレバ （
2―
三四五頁） 」 からすれば、
「切堤川原」という一つの地ではなく、 「切堤・川原」 、つまり切堤と賀茂の河原方面に派遣されていた武士と考え べきか。 　
〇陣頭ニ参
ズ　















































地に紋を織り出した紗」 （ 『角川古語大辞典』 ） 。




























一一七頁） 。 「藍摺」は、 「藍を用








































院や内の昇殿を許され、五位にも叙せら た仁安の頃以後 御幸や行幸に供奉する機会が多くなるにつれ、渡辺党を 者として威儀を張る必要性 より、 再び関係が生じたかと （米谷豊之祐三三～三四頁） 。
「大衆揃」では、挙兵する頼政方の勢力として、 「武士には、渡辺省播磨次郎・授薩摩兵衛・長七唱・競滝口・与の右馬允・続源太・清・勧を先として」 （ 〈覚〉上
―
二三六頁）と頼政に仕えた渡辺党の武将をあ
げる。彼等の多くが滝口の任に就き、弓箭をもってつかえていたことが諸系図の注記からうかがえる。競は、 〈盛〉では「源三」とあるが、〈尊卑〉によれば、 「競〈滝口、源七〉 」 （三
―
一八頁） 。父には異伝が
見られ、 「昇（登） 〈滝口、右馬允〉 」 （ 〈尊卑〉 ）の子とするのが、 『渡辺系図浅羽本』 （続群五下
―
二七三頁） ・ 『禅通寺甲本系図』 （佐々木紀
一、一八八頁。 「登」の子 する） 。一方、 「省〈渡辺播磨次郎〉 」の息で、昇の弟とするの 、 『渡辺系図』 （続群五下
―
二六五頁） 。なお、
競は、平家物語諸本では、平宗盛を謀って馬を得た逸話で知られる（ 「競」 ） 。そこでも〈盛 は、 競について、 「渡辺党ニ箕田源氏綱ガ末葉、昇ノ瀧口子息ニ、競瀧口ト云者アリ。弓矢取テハ並敵モナク 心モ剛ニ謀モイミジカリケルガ、而モ王城第一ノ美男也」 （巻十四「三位入道入寺」
2―
三六五頁）と、やはりその容姿が秀麗であったことを記






















ギ六波羅ヘ御幸ナル」 （ 〈延〉五〇オ） 、 「法
































三八七頁） 。③の用例は、 〈延〉 にも見られる （巻十二
―
四一ウ） 。






武士大将軍ガ心ヲタガヘテハ、ヱヲハシマスマジキ時運ノ、色ニアラハレテ出キヌル世ゾト、大神宮八幡大菩薩モユルサレヌレバ」 （旧大系二六五頁）とある。また、 『吾妻鏡』には、 「小松少将惟盛朝臣以下平将無


























重盛一人が「何ノ故ニ只今サルベキゾ」 （ 〈延〉五〇オ）と人々を静めたとしている。 　
〇左衛門督公光卿、治部光隆卿、供奉セラレタリ
　
供奉の二人の名前を挙げるのは 〈盛〉 のみ。左衛門督公光は藤原公光生没、 大治五年（一一三〇）～治承二年（一一七八） 。閑院流季成（待賢門院璋子の弟）の子。姉の高倉三位成子は、後白河院の室となり、殷富門院亮子内親王・守覚法親王・以仁王・式子内親王らを産んだ。平治二年（一一六〇） 「八月十四日左衛 」 （ 〈補任〉 ） 。永万元年（一一六五）当時、 権中納言兼左衛門督。華々しい活躍はなかったが、姉の成子との縁からか、 後白河院に近侍していた公卿の一人。しかし、仁安元年 （一一六六） 四月六日突然後白河院 勘気を蒙り解官された。その後復任の報を期待したもののついに来ず、治承二年（一一七八）
一月八日病のため出家し、四日後に四十九歳で世を去った（石川泰水） 。治部光隆は藤原光隆。 「治部」は、 校異
29〈蓬・静〉の「治部卿」

















したと記したという。 「河陽之蒐」の「蒐」の訓は「かり」 。 〈名義抄〉「蒐 　















































基盛が関白基実の随身を打ち伏せた事件について、 「是ゾ平家ノ乱行ノ初トハ聞エシ」 としていたことを受ける （本全釈六
―
一〇頁参照） 。





場の場面（池田敬子二八～二九頁） が、これを重盛が清盛に向かって発した言葉としている は〈盛〉のみ。諸本では 「父中納言清盛宣ケルハ、法皇ノ入セ御坐ツルコソ返々モ恐レ覚レ。サリナガラ聊モ思食寄リ被仰
一旨ノアレバコソ…」 （ 〈延〉五一ウ）のように、次の清






















密告に対して、あらましを聞いた清盛は このように問い返したという。 「君モクヤシクコソ渡ラセ給ハムズラメ」や「院ハ 定被知食
一タ






なり強引な解釈と言えよう。また、 〈盛〉では、詳細な報告を行綱ら聞いた清盛は、 君ノ御為ニ命ヲ捨ル 度々也 イカニ人申トモ争カ入道ヲバ子々孫々マデモ捨サセ給ベキ」 （巻五「行綱中言」
1―





は、諸本ほぼ共通しているが（ただし、 〈長〉は清盛の発言が諸本に比べて長い） 、 「保元平治ヨリ、逆臣ヲ討罰シテ勲功端シ多シ。今ニ至マデ、 君ノ御為不忠ヲ存ゼラレズ。何ニ依テカ一門追討ノ御企有べキ」は〈盛〉の独自異文。 「保元平治」での平家の勲功の中でも、清盛の献身ぶりが強調される。 〈盛〉 「入道君ノ御タメニ何事カ御後メタナキ事候。保元平治ノ合戦ニ、身ヲ捨テ先ヲカケ、御命 替リ進セテ逆臣ヲフセギ、君ノ御世ニ成参セタル事、人ノ皆知タル事ナレドモ、度々ノ奉公ヲ思召忘テ、入道ガ事トダニ申セバ、何事モ六借 ト思召レタリ」 （巻十一「静憲入道問答」 、
2―
一九五頁） 。同様の主張は、院宣
に対する宗盛の返状にも見られる。 〈盛〉 「亡父太政大臣 保元平治両度合戦之時、重勅威軽愚命、是偏奉為君非為身」 （巻三十八「重国花方西国下向上洛」 、
5―
四五五頁） 。と同時に、 『平家物語』では、保
元・平治の両乱における清盛以外の平家の人々の奮闘（貢献）が記されていることにも注意すべきだろう 例えば教盛 貢献 〈盛〉 「保元平治両度ノ合戦ニハ、御命ニ替奉リ、身ヲ捨 振舞侍キ」 （巻六 平宰相乞請」 、
1―
三五九頁） 。また、重盛の貢献、 〈盛〉 「重盛保元平






















二四六頁） 。③或説云、堀穴被埋タリト、或説云、懐石入水。巷説多端 （ 〈盛〉 巻二十二 「大場早馬立」
3―











































































＊櫻井陽子「 『平家物語』の征夷大将軍院宣をめぐる物語」 （ 『中世の軍記物語と歴史叙述』竹林舎二〇一一・
4）





































































































































































































3〈近〉 「御まへ」 、 〈蓬〉 「御前
マヘ




「かはりて」 、 〈蓬〉 「代
カハリ
て」 、 〈静〉 「代
カハツ
て」 。
5〈近〉 「おごつて」 、 〈蓬・静〉 「驕
ヲコリ
て」 。







する」 、 〈静〉 「亡
ハウ
する」 。











14〈近〉 「かいて」 、 〈蓬〉 「書
カキ
て」 。























賢」の名前を出す。 〈延〉 「ウトカラヌ近習者共御前ニ候ケル中ニ、按察使入道資賢モ候ハレケリ」 （巻一
―
五一ウ～五二オ） 。小林美和は、
このようにわざわざ資賢の名をあげるのは、 〈延〉がこの一族に好意的であるためで、この家系に発する後白河院周辺説話の存在が想定されるとする。これに対して〈盛〉にはそういった意識は見られず、側近の一例 して名があげられ いるのみとする 八 ～八二頁） 。源資賢は、 「二代后付則天皇后 で、応保二年（一一六二）に 条天皇呪詛の容疑で解任された旨が見られる。詳しくは本全釈の「同二年六月二日、修理大夫資賢、少将通家、上総介雅賢等、見任ヲ被解却」項（六
―
二三頁）参照。 〈補任〉応保二年条によればこの時信濃国に配












頁） 。しかし養和元年（一一八一）再び復任。翌年 出家 た 承安四年（一一七四）以降は按察使に任じられていたため、按察使大納言、按察使入道と称せられる。なお、 〈盛〉における呼称は、前出では当時の任官により「修理大夫資賢」 この後も頻出するがすべて「按察使大納言」となっている。ここのみ出家後の呼称「按察使入道 となっているのは不自然であるが、 〈延〉のような資賢周辺を発信源と




河院の発言は多少異なるが、この「加様ノ事ハ……」以下の発言を載せるのは〈盛〉のみ。 〈四・闘・延・長〉 「サルニテモ不思議ノ事云出ツル者哉。何ナル者ノ云出ツラム」 （ 〈延〉巻一
―
五二オ） 。 〈南・屋・
覚〉 「さても不思議の事を申出したるも かな。露もおぼしめしよらぬものを」 （ 〈覚〉 上
―
三六頁） 。このように表現は若干異なるものの、








































家過分 成行ケバ、 道ノ御計ニテ」 （ 〈延〉巻一
―
五二オ）とする（た

































































補陀落山に行っている間であったため、 「火も焼く と能はず」とする観音の効験は今回はなかったのだとする意。 〈南〉 「次日又、 「暦劫不思議是ヲイフ。補陀落山ニ至シ間ゾカシ」 ト返札ヲゾ立タリケル（六四頁）として、二つの句を続けている。この〈南〉の場合、 「暦劫不思議とはまさにこのことを言うのだ。恐らく観音は補陀落山に行っ




ドの南海岸にあるとされた観音の居処。 『新古今和歌集』 巻十九・神祇・一八五四「補陀落の南の岸に堂たて まぞさかえん北の藤浪」 。縁起絵巻第一段に清水寺を 「補陀巌の妙粧を模遮し 一六六頁） とする
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3〈近〉 「たてまつる」 、 〈蓬〉 「進
マイラス





んへいを」 、 〈蓬〉 「官
クワン
兵ヒヤウ




6〈近〉 「たまはつて」 、 〈蓬〉 「給て」 、 〈静〉 「賜
タマハリ
て」 。
7〈近〉 「をひたてまつり」 、 〈蓬〉 「負
ヲイ
たてま

















よし」 、 〈蓬〉 「焼
ヤキ

















































































































































範。 『興福寺別当次第』 （以下『別当次第』 ）に、 「法務大僧正尋範〈本名弘覚 為少僧都之時。鳥羽院御出家。法名空覚。依人々乱彼御名改名〉 」 、 「長寛二年五月十一日丁未任〈年六十四〉 。俗姓藤原氏。京極大相国〈師実公〉殿下第十七息也 （ 『続々群書類従』二
―
七二六頁）と













































































































































































































































いく中、忠実・頼長と忠通による摂関家の争いが南都に持ち込まれることになった。恵信は、保延五年（一一三九）二月十一日権別当となるが（ 『僧綱補任』保延四・五年条） 、その後再三別当補任を忠実・頼長らの勢力によって阻まれ、久寿二年（一一五五）五月二十四日には対立する忠実・頼長方の尋範（ 「彼寺ノ別当ニ」項参照 が法印に叙される（ 『台記』同日条）一方、恵信は頼長によって所領を没収されている（ 『兵範記』保元元年七月十一日条） 。保元の乱では、興福寺は忠実・頼長方の尋 と、忠通方の恵信に分かれ、崇徳院方 敗北後忠実が南都へ逃 と、敵対する恵信は京に上ったこ が『保元物語』に記される（半井本「関白殿御子興福寺権別当法印覚継〔引用者注、恵信のこと〕ヲ、祖父富家殿ノ打奉ラントセサセ給ヘバ 逃テ、京ヘゾ上リ給」 〔新大系八〇頁〕 ） 。乱後 は頼長 よ て没収された所領を返還された（ 『兵範記』保元元年七月十一日条。半井本『保元物語』 「興福寺権別当覚継、前ノ長者ノ為ニ所領ヲ収公セラレタルヲ如本タルベキ由、被仰下ケリ」 〔同八一頁〕 ） 。 の後恵信は南都において勢力を固めてゆく。保元二年（一一五七）十月六日に別当、同三年二月二十八日には「春日行幸賞」により権僧正に また同年十二月二十九日に法務に任じられた（ 『別当次第』 ） 。平治の乱後の永暦（一一六〇）には、興福寺衆徒が、別当権僧正であった恵信を大僧正に任じるように朝廷に訴えるということが起きた（ 『山槐記』 二月二日条） 。この訴えは認められなかっ が、応保 六二 には僧正に転じている。ところが長寛元年 （一一六三） 七月二十 日恵信 大衆 よっ 僧坊を焼き払われ、興福寺を逐われることとなった。 は兵を集めて興福寺 攻め込んだが、衆徒との攻防の末敗北













一了」 （大日本仏教全書一一一 『伝記叢書』 八六頁）






一」 （ 『改訂史籍集覧』 一八
―
二〇八頁）















一九四頁） 、 ②清和源氏、 源義家の「六男（但五男也） 」石川義時の子、義基（
3―
三〇五頁）が挙げられる。源義基の名は、前項「法務僧





































































































 川合康「河内石川源氏の「蜂起」と『平家物語』 」 （人文学報三〇六、二〇〇〇・三。 『鎌倉幕府成立史の研究』校倉書房二〇〇四・
10再録。引
用は後者による）
＊衣川仁「強訴考」 （史林八五
―
五、二〇〇二・
5。 『中世寺院勢力論』吉川弘文館、二〇〇七・
11再録）
＊佐々木紀一 恵信僧正伝断章」 （米沢史学二三、二〇〇七・
10）
＊曽我良成「二条天皇と後白河上皇の応保元年」 （名古屋学院大学論集（言語・文化篇）二二巻二号、二〇一一・
3）
＊鴇田泉「保元の乱と南都
―
頼長・尋範・恵信を中心に
―
」 （日本歴史四九二、一九八九・
5）
＊安田次郎『中世の興福寺と大和』 山川出版社二〇〇一・
6）
【補記】〇凡例追加【原文】・漢字は原則として現在通行の字体を使用する。ただし底本において字体の使い分けが認められる場合にはつとめて元の形を残す。・ 「
」は「シテ」に改める。
・読みやすさを図り、原文片仮名に適宜濁点を施す。・稿者が付した振り仮名は歴史的 遣いにより平仮名で付し、適宜濁点を施す。【校異】
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不
レ令
レ上
レ道云々。 （ 『顕広王記』永万元年八月三十日条）
・南京大衆依
レ有
二発向之聞
一、公家差
二遣武士於栗小山
一。 （ 『百練抄』
永万元年九月二十八日条）
・興福寺金堂寺僧追
二次第
一、可
レ叙
二僧綱
一、又別当尋範可
レ為
二御持僧
一
之由宣下。此両事衆徒為
レ雪
二清水寺焼亡之会稽
一欲
二発向
一。仍為
レ散
二彼鬱
一也。 （ 『百練抄』永万元年十月二十六日条）
・南京衆徒為
レ先
二神輿
一〈春日御神木。同若宮神輿。金峯山。勝手明神。
布留神輿等云々〉渡
二木津川
一、宿
二丈六堂辺
一。令
レ訴
下申可
レ配
二流山
座主俊円・権律師俊朝
一之由
上〈依
レ難
レ有
二裁許
一、 重有
二申訴之旨
一〉 。
（ 『百練抄』永万元年十月二十七日条）・武士等帰京。衆徒蒙
二裁許
一、帰
二南都
一故也。 （ 『百練抄』永万元年十
月二十八日条）
名古屋学院大学論集
（
六一
）
・校異は原文で示した読みとは異なるもののみを示すが、注解のために必要と判断したものについてはこの限りではない。・仮名遣いや濁音符の有無の の校 については示さない。
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